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はじめに

　本稿は，英国におけるパブリック・フットパ
ス（Public Footpath，以下フットパス）と地域
振興について述べた拙稿（塩路 2016）の続編で
ある。2016年と2017年夏に実施した現地調査
にもとづいて前稿とは異なる観点から地域振興
の詳細について記述する �1 ）。
　2018 年 5 月 現 在，フ ッ ト パ ス を 活 用 し て
ウォーカーを誘致することで地域活性化を目指
す全国組織Walkers are Welcome（以下WaW）
協会に登録している英各地のWaWタウンは，
100カ所になる �2 ）。本稿では，このようなWaW
タウンのなかでも，小さな町村がどのように
WaW活動を展開し，地域振興を実現しようと
しているのかについて具体的な事例にもとづい
て述べる。
　また，フットパスを「歩く観光」は，英国で年
間8,000億円の経済効果があるとされている。
その「歩く観光」において，旅行会社や宿泊施
設などの観光産業がどのようにフットパスや
ウォーカーと関わっているのか，そしてそれが
どのように地域振興につながっているのかにつ
いて具体的に明らかにする。

Ⅰ　�小さな町村におけるWaW活動と
地域活性化

1．�活性化活動の一つとしてのWaW活動
イングランド南西部のサマセット州にある

人口約 2,900 人の小さな町，ウィバリスコム
（Wiveliscombe）は，2009 年 に WaW タ ウ ン に

登録した。ウィバリスコムのWaWグループは，
数名の有志で活動しており，運営委員会がある
わけでもメンバーシップや会費のようなものも
ないが，それぞれの専門の知識や経験を活かし
て活動している。グループは，町と町民の愛称
である‘Wivey’を冠して‘Wiveywalkers’と呼
ばれており，2001年にウォーキング・グループ
として始まった。現在も町周辺を歩く月 2 回の
ウォークを実施している。ウォーキングのメン
バーは30人ほどで，毎回15人から20人くらい
がウォークに参加する。ウォークは当日集まっ
た人々で行うが，WaWグループとしてウォー
キング・グループに対して保険をかける責任が
ある。
　町の中心にある広場には，ウォークの地図が
案内板になっており，WaWタウンのロゴが明
記されている（写真 1）。町には，現在は 2 軒に
なったが，かつてビール醸造所が数多く存在し
ていた歴史があり，フットパスのコース沿いの
家々の壁にはパブの印が残されており，元醸造
所だった建物が多く見られる。また，牧場もあ
り農村としての風景も広がる。WaWメンバー
によると，ウィバリスコムは生きた農村で，観
光地化された他の町とは違うという。
　町のコミュニティ・オフィスの建物は，もと
は銀行だったが，現在は観光案内所，町議会議
員の行政オフィス，警察，地域ラジオ局が一体
となった地域のハブ施設になっている。そこで
は地域の情報収集や発信と行政の取り組みが
うまく連動している。以下のように，それらが
WaW活動に効果的に作用している。

コミュニティ・オフィスで働く人々の中に
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は，町のいくつかの大きなイベントや祭りを運
営し，ラジオ放送を行う女性がいる。この女性
は14年前にコミュニティ・オフィスに観光案
内所を開設した人物でもある。彼女は，コミュ
ニティ交通としてバスが走らないエリアや自宅
への送迎を行うボランティアの配車システムも
構築した。このことで，コミュニティ内の交通
弱者が取り残されることなく生活できるように
なったという。
　また別の女性は，12年間ウィバリスコムで
パブを経営した経験があり，この町で商店を営
みビジネスを展開してきた。サマセット州の町
トーントン地域の10教区のビジネス・グルー
プの代表でもある。16年間そのグループで活動
したことを活かして，ウェブサイトを 1 つにま
とめ，WaWグループのメンバーと一緒にウィ
バリスコムの WaW 用パンフレットも作成し
た。トーントンの経済発展に取り組むグループ
がウィバリスコムを支援しはじめたという。彼
女はコミュニティ・オフィスでビジネスという
視点から町の活性化に取り組んでいる。
　コミュニティ・オフィスにいる町議会議員の
1 人は，地域のフットパスを担当している。地
域には39本のフットパスがあり，フットパスの
維持に関わるボランティアは25人いる。同担当

者は，住民やボランティアから寄せられたフッ
トパスの情報について把握し，フットパスを維
持管理している。
　このような多彩な地域活性化活動がコミュニ
ティ・オフィスで活発に展開されるウィバリ
スコムでは，WaW活動はその活性化活動の 1
つにすぎない。小さな町だが，WaW活動のみ
に依存するのではなく，多様な活動を通してコ
ミュニティの住民が互いを認識し，交流するこ
とを促進している。そうしたコミュニティ意識
やコミュニティをより良くしようとする住民の
姿勢が基盤となり，WaW活動を効果的に促進
することにつながっている。

2 ．周辺の町村とのネットワークづくり
（ 1 ）�人口1,500人未満の村々：ダンスターと

周辺の村々
　サマセット州東部の人口800人の村ダンス
ター（Dunster）は，エクスモア国立公園内に位
置し，同じくWaWタウン（2017年現在）である
隣村の人口1,400人のポーロック（Porlock），漁
村のリントン（Lynton）とリンマス（Lynmouth）
と協力，連携体制をとっている。
　このエリアには，夏には海辺の観光地として
全国的に有名な人口12,000人の町マインヘッド

写真 1：ウォーキング地図をさすウィバリスコムのWaWメンバー

（2016 年 8月筆者撮影）
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（Minehead）があり，そこへ観光客が集中する。
そのため，ダンスターなどの近隣の小さな村
はWaWタウンとして協力し合うことでウォー
カーを含めた観光客を誘致し地域振興につなげ
ようとしている。
　ダンスターは小さな村だが，ナショナル・ト
ラストが所有するダンスター城があり，村には
中世の建物や街並みが多く残っている。ハイス
トリートには小さな博物館や土産物屋があるた
め，観光を目的に訪れる人も多い。ダンスター
には，年間75,000人が訪れる。村の博物館の年
間の入館者数は18,500人である。人口が千人に
満たない村の観光客数としては多いと言える
が，ダンスター城に年間16万人が訪れているこ
とを考えると，それらの半数以下しか村を訪れ
ていないことになる。
　ダンスターには50ほどの小さなビジネスが
存在する一方で，村の商工会議所はうまく機能
しておらず，住民の高齢化により村の住宅が売
られ別荘地化しつつあるという。生きたコミュ
ニティとして村を維持するためには地域の活性
化を推進する必要がある。
　ダンスターのWaWグループは，村のホテル
経営者と民宿経営者の 2 人である。同ホテル
は28室あり，ダンスターで最も大きい規模で
ある。彼ら 2 人が行政と話をして村をWaWタ
ウンとして登録し，その後，周辺の町村に住む
活動的な人々や周辺のWaWタウン推進グルー
プ，エクスモア国立公園スタッフと協力，情報
交換しながらウォーカーを誘致している。
　周辺のWaWタウンの 1 つであるポーロック
には，図書館の建物を活用した観光案内所があ
る。観光案内所は，観光客向けの情報や資料，
商品を扱うだけでなく，村の小学校の生徒たち
が作成した絵や工作，地域の歴史や自然につい
ての展示もある。図書館と隣合わせのため，住
民にとってもコミュニティセンターのような役
割を果たしているという。同観光案内所設立と
運営には，18年勤めた前経営者が大きな役割を
果たし，現在は 4 人のスタッフとボランティア
で運営している。ダンスターのWaW活動を推

進するホテル経営者はその観光案内所の設立と
運営を支援している。ポーロックは，ウォーキ
ングルート上の村であり，彼の顧客を案内する
さいに立ち寄るなど案内所を地域学習や休憩な
どで活用している。
　小さな漁村リンマスとそこからケーブルカー
で登ることができる丘の上の村リントンは夏の
観光シーズンには多くの人で賑わう。リンマス
にはエクスモア国立公園のビジターセンターが
あり，海辺の自然について学ぶことができると
ともに同国立公園の多様な自然環境について知
ることができる。リントンへ登るケーブルカー
は観光客に人気で，両村は観光客向けの土産物
や食べ物を売る店やレストランが多い。リンマ
スとリントン間を歩くフットパスやリントンか
らリンマスを通過しないで海岸沿いを通り内
陸部につながるフットパスがある。マインヘッ
ドから始まる南西海岸フットパス（South West 
Coast Path）は，海岸沿いを通りながらリンマ
スやリントンに向かう。
　マインヘッドからこれらの村々を歩いて回
ることもできるが，長距離となるため，車で移
動してそれぞれにある多様なフットパスを少
しずつ歩くことも可能である。このように，1
村だけでは集客に限界や季節性がある村々は，
WaWタウンとしてだけでなく，観光案内所や
国立公園ビジターセンターなどで相互に情報提
供することで観光客自体を誘致し，地域として
連携している。また，WaW活動のメンバーと
地域行政や国立公園スタッフとの情報交換も頻
繁に行われている。

（ 2 ）�人口1,500人未満の村々：オーバー＆ネ
ザー・ストウェイ

　サマセット州西部の村々オーバー・ストウェ
イとネザー・ストウェイの人口は合わせて1,400
人である。両村は内陸部にあり中世の姿を残す
ダンスターのような観光地でもなく，海辺の巨
大観光地であるマインヘッドからも遠く離れて
おり，訪れる人も少ない。
　2005年には，行政がネザー・ストウェイか
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らリンマスまで続く51マイル（81.6km）のフッ
トパスを「コールリッジ・ウェイ」（Coleridge 
Way）と名付けた。ネザー・ストウェイには，
ロマン派詩人サミュエル・テイラー・コールリッ
ジ（Samuel Taylor Coleridge）の家があるため，
この道は彼の散歩道，ゆかりの道と想定して設
定された。当時，英国政府は2001年の口蹄疫に
よる家畜被害とフットパスの閉鎖により打撃を
受けたカントリーサイドの復興と再開，観光客
誘致を進めていた。その一環としてこの地域の

「コールリッジ・ウェイ」も行政が設定し，被害
を受けた村々をなるべく多くつなぎ，人々が訪
れるようなルートにしたという。ナショナル・
トラストが所有管理するコールリッジの家は，
このルートの設定を受けて，同トラストによっ
て2012年に修改築された。2014年にはビジッ
ト・イングランド（VisitEngland）�3 ）からその
年の優れた「小さな観光アトラクション」（Small 
Visitor Attraction of the Year）としてイング
ランド内で銀賞を受賞し，「コールリッジ・ウェ
イ」の出発点として観光客を惹きつける場所と
なっている。
　オーバー・ストウェイは，イングランドで
最初のAONB（自然景勝特別保護地域：Area 
of Outstanding Natural Beauty）であるクワン
トック丘陵（Quantock Hills）にその大部分が指
定されている美しい景観の丘陵地帯にある。一
方のネザー・ストウェイは，そのAONBのすぐ
外側に位置している。そのため両村は，歩くの
に適した良いフットパス・ルートが多い。その
1 つである「コールリッジ・ウェイ」も人が少
なく，自然の中，丘を通るルートが多いのが特
徴だ。
　2016年には，オーバー・ストウェイで農家
民宿を経営するウォーキング好きの夫婦とネ
ザー・ストウェイで民宿を経営する女性が中心
となり，村を周遊する短い距離のウォーキング
ルートの冊子を書いた女性などを含む 6 人が，
WaWグループとしてWaWタウン申請のため
に活動中だった。民宿を経営する女性の夫は，
コールリッジに関する本を書き，フットパスに

も関心があるため，このWaWグループは「コー
ルリッジ・ウェイ」のルートや歴史的な背景
についても詳しい。彼らは，熱心に研究した
ウォーキングルートを地図つきの冊子として作
成，販売している。地図上のそれらのルートを
頻繁に歩いて確認する作業も行なっていた。彼
らがパンフレットや冊子を販売すると，地域住
民が周辺のフットパスについてほとんど知らな
いからという理由で買い求めたという。WaW
活動のメンバーたちは，地域住民が自信を持っ
て地域を歩くためにそのような冊子が必要であ
ることに気づき，それを普及させてWaW活動
への地元の信頼を得ることで，活動を推進しよ
うと取り組んでいた。その後まもなく，両村は

「オーバー＆ネザー・ストウェイ」として一緒
にWaWタウンとして登録された。
　このように，訪れる人の少ない村々では，行
政が設定した長いフットパス・ルートを活用し，
村のWaW活動メンバーで相互協力しながら，
ウォーカーを誘致している。さらに，彼らは住
民の間に自然環境を活かした村の短い周遊ルー
トを周知させることで，地域活性化に取り組ん
でいる。

（ 3 ）�周辺の町村をつなぐフットパス・ルー
トの形成

　2016年，イングランド北部に位置する西ヨー
クシャー州の 3 つの WaW タウンで，それら
の町村をつないで歩く「ウェルカム・ウェイ」

（Welcome Way）が 作 ら れ た。人 口 15,000 人
の町オトレイ（Otley）の WaW グループが中
心となって作った同ルートは，全長28マイル

（44.8km）で近隣の人口 7,000 人の村バーレイ
（Burley-in-Wharfedale）と 16,000 人の町ベイ
ルドン（Baildon）を結んでいる。3 町村は2008
年からの数年でWaWタウンに登録された比較
的初期のWaWタウンである。隣接しているが，
属する行政市は異なる。1 年に 2 回，これらの
町村のWaWメンバーが集まり，情報共有して
いる。
　「ウェルカム・ウェイ」は，オトレイのWaW
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メンバーが既存のウォーキングマップをデジ
タル化し，他のメンバーと相談してフットパ
スを実際に確認して歩いてまわって作成した。

「ウェルカム・ウェイ」の冊子は，15,000部売れ，
再版の1,000部も 1 年で売り切れたという。こ
れに伴って，オトレイと地域のウォーキング関
係の冊子も周辺の 5 つのコミュニティで売れ
た。オトレイは古い市場町で歴史がありながら
も，15店のパブ，34店のカフェがあり，利用者
の年齢層も多様である。新しく宅地開発をして
いるため，小学校 6 校，中学校 1 校があり，若
い人口も多く，町に活気がある。町の70店舗
が WaW タウンのロゴマークを窓に貼ってお
り，WaW活動に対しても協力的である。オト
レイはリーズ市に属する町だが，このようなオ
トレイのWaW活動には，北ヨークシャー州と
西ヨークシャー州，ブラッドフォード市から補
助金を得ている。フットパスの維持管理として
スタイルの修理やゲートの設置なども行政が行
い，地域行政のWaW活動への支援は手厚い。
　一方で，ブラッドフォード市に属する村バー
レイは，行政の支援は少ない。そのため，バー
レイのWaW活動は，村の商店などから寄付を
募るサポーターシステムで運営している。村の
フットパスを歩いていると，パブや美容院など
のスポンサー商店に出会う。村にはウォーキン
グ活動はないが，教会や健康ウォークのグルー
プが歩くことを促進している。WaWグループ
は，それらのグループと協力し，村でのウォー
キングを促進し，コミュニティに人を連れてく
る活動を展開している。2014年にWaWグルー
プは村の夏祭りの一部に参加してウォークを
開催，翌年には 3 つのウォーク，2017年には11
ウォークへと拡大した。
　バーレイのWaWグループは，この 2 年間で，
教区行政，ブラッドフォード行政市，地元のパ
ブと商店，ボランティアグループの支援で，周
辺のフットパスに 6 つのゲートを設置した。
WaWグループは，行政にゲートの供給を依頼
し，行政はゲートを調達するが，設置はWaW
グループ自身で行う。フットパスの草刈りなど

も同様に，WaWグループのメーリングリスト
の人々に連絡して人々が無償で行っている。
　このように，バーレイでは住民自身がフット
パスの維持管理に直接的に関わり，村の商店が
支援するという取り組みがなされている。その
なかで，比較的ウォーカーが集まりやすいオト
レイとの連携で誕生した「ウェルカム・ウェイ」
によって，コミュニティでウォーキングを促進
し，夏祭りを活用してウォークを実施するな
ど，WaW活動を促進し地域の活性化につなげ
ている。

Ⅱ　�フットパスやウォーカーと関わる
観光産業

1．ウォーキング旅行会社
　英国にはウォーキング旅行会社が数多くあ
る。ここではWaW活動に関わっており，着地
型のものと他地域も斡旋する発地型に近いサー
ビスを提供している事例を取りあげる。

（ 1 ）着地型ウォーキング旅行の提供
　イングランド南西部のコッツウォルズ地域北
部の村ハニーボーン（Honeybourne）には，コッ
ツウォルド・ウォークス（Cotswold Walks）と
いう，ウォーキング旅行を外国人旅行者向けに
斡旋する会社がある。コッツウォルズ地域は，
AONBに指定されている丘陵地帯で，国指定の
長距離歩行道ナショナル・トレイル（National 
Trail）�4 ）の 1 つである全長100マイル（160km）
の「コッツウォルド・ウェイ」が南北に通る。こ
の地域には，145の小さな町村が点在し，村々
をめぐるフットパスや各町村の周辺を歩くもの
など，「コッツウォルド・ウェイ」以外も比較的
平坦で歩きやすく，眺望の良いフットパスが多
いのが特徴である。
　同社の顧客は，30％がヨーロッパの旅行代理
店が占め，ドイツ，オランダ，スウェーデン，デ
ンマークが多いという。70％から80％はアメリ
カとカナダの旅行代理店によるパッケージツ
アーで，3％から 5％が日本からの旅行者であ
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る。アメリカの旅行代理店には値引きし，ヨー
ロッパの旅行代理店には特別な予約を代行して
いる。
　基本的に顧客自身がガイドするセルフ・ガ
イド（self-guided）でのウォーキング旅行を提
供している。つまり，宿泊施設と朝食は手配す
るが，交通については自身で予約してもらうと
いうスタイルである。日数や推奨するものによ
るが，コッツウォルズ地域を顧客にカスタマ
イズする，コッツウォルド・リンク（Cotswold 
Link）という 6 日間または 3，4 日間のウォー
キング旅行を提供している。同地域の町村を周
遊し，宿泊しながら歩くもので，企画側がフッ
トパスのルートに精通しているからこそ可能に
なる。歩くさいには，地域専門のウォーキング・
ガイドをつけることもできる。そのガイドとし
てウィンチコムの WaW グループの活動メン
バーが働いている。そのため，同社はWaW活
動への理解があり，そうしたウォーカーの誘致
による地域活性化に協力的でもある。また，外
国人旅行者向けの宿泊施設を斡旋するため，地
域の民宿やホテルなどとのネットワークも構築
している。
　次項で述べるが，WaWタウンの小規模ホテ
ルで着地型ウォーキング旅行を提供していると
ころもある。

（ 2 ）�着地型と発地型ウォーキング旅行の提
供

　スコットランドのスコティッシュ・ボーダー
ズに位置する町メルローズ（Melrose）にある
ウォーキング旅行会社は，交通と宿泊施設の手
配を行う。基本的にはセルフ・ガイドのスタイ
ルをとっているが，大きなグループになると迎
えに行ってウォーキングを引率するという。人
口 3 千人の町メルローズは，ローマ時代のス
コットランド首都という歴史がありメルローズ
修道院跡と町並みの美しさからスコットランド
でも有名な観光地である。一方で，その周辺に
はエイルドンの丘や鮭釣りで有名なトィード川
があるため，フットパスには起伏がありスコッ

トランドの自然を楽しめる。このあたりのフッ
トパスを歩く人は少ないので，観光客で賑わう
町の中心からはずれてフットパスに入ると静か
で歩きやすい。
　この会社経営者は，メルローズの WaW グ
ループの活動メンバーではないが，WaW グ
ループのウェブサイトを担当しており，自身も
地域のフットパスとウォーキングに精通して
いる。彼は，仕事上 1 つのルートに顧客の荷物
輸送システムを作ったが，他のルートでは他の
ウォーキング旅行会社が行っているという。14
から17のウォーキング旅行会社が広域で営業
しているという。ウェブサイトで，メルローズ
の着地型ウォーキング旅行を手配し，さらに周
辺地域やメルローズから離れた地域のウォーキ
ング旅行についても請け負う。そのように着地
型と発地型に近い形の両方を行っているウォー
キング旅行会社は少なくないという。

2 ．ウォーカーが利用する宿泊施設
　ここでは，各地のWaWタウンでウォーカー
が利用している宿泊施設について事例をあげな
がら述べる。

（ 1 ）ホテル
　各地の WaW タウンで，ウォーカーを積極
的に受け入れているのは小規模ホテルが多い。
上述したサマセット州の村ダンスターでは，
WaWグループの活動メンバーがホテルを経営
している。そのホテルは客室数28で同村では
最大規模である。春から夏にかけてホテル主催
の着地型ウォーキング旅行を実施して宿泊客を
誘致している。ヒースロー空港やダンスターの
最寄り鉄道駅までの送迎もホテルが行う。その
ウォーキング旅行は，ダンスター周辺の村々を
めぐって歩いたり，海岸沿いのフットパスを歩
いたりというエクスモア国立公園の多様な自然
を体感するものである。それは，WaWグルー
プとして周辺町村や国立公園スタッフとのつな
がりがあるからこそ充実する内容である。
　コッツウォルズ地域中部の町ウィンチコム

英国におけるパブリック・フットパスと地域振興（part 2）

無断転載禁止 Page:6 



151

Oct. 2018 英国におけるパブリック・フットパスと地域振興（part 2）

（Winchcombe）のイン（inn）は，客室数 11 で，
計22人まで収容可能である。WaWステッカー
をホテル玄関の窓に貼付しているだけでなく，
11部屋のうち最上階の 3 部屋をウォーカー向
けに宿泊料金を割引設定している。5 月から10
月までの宿泊客の大半はウォーカーで，宿泊客
は世界中からやってくるという。同町には宿泊
施設が少ないため，この小規模ホテルはウォー
キング・グループにとって全員が泊まれる唯一
のホテルとなる。2015年 8 月には，日本からの
ウォーキング・グループが翌年 5 月に 6 部屋の
宿泊予約を入れたほどである。

（ 2 ）民宿
　民宿（Bed＆Breakfast）は，ホテルに次ぐ価
格帯の宿泊施設である。インの中には民宿と同
じような価格のものもあるが，民家ではない。
ここでは，WaWタウンでウォーカーがよく利
用する一般的な民宿と農家民宿を取り上げる。
　イングランド北部の町ヘブデン・ブリッジ

（Hebden Bridge）はWaW活動発祥の地であり，
近くにナショナル・トレイルの「ペナン・ウェ
イ」（Pennine Way）がある。この町でWaW活
動をしているグループが紹介している民宿は，
朝食付きで 1 泊 1 部屋45ポンドというリーズ
ナブルな価格である。町の中心から近く，すぐ
隣には綿布工場の建物をホテルに利用した高級
なペントハウスがあることを考えるととても良
心的である。宿主は，ヘブデン・ブリッジに30
年以上住む女性で，築200年のその家は家族で
暮らしてきた建物だが，子供たちが独立したの
で，2008年に民宿を始めたという。廊下には冷
蔵庫と電子レンジが設置されており，各階に 2
部屋ずつあり，各階にあるバスルームは共用で
ある。数日から 1 週間以上滞在するには快適な
施設である。この民宿には多くのウォーカーや
サイクリストが世界中からやってくる。宿泊客
が残した宿帳には多くのメッセージが残されて
おり，彼らから親しまれた宿であることがわか
る。
　スコットランドのメルローズにある民宿は，

町の中心部にあるが 1 泊40ポンドと良心的な
価格で，シングル・ルームもあり，計 9 人宿泊
可能な施設である。メルローズのWaWグルー
プが紹介している宿で，世界中から来る多くの
ウォーカーが宿泊する。ウォーカーに人気だと
いう長距離フットパス「聖キャスバート・ウェ
イ」（St. Cathburt Way）が近くにあり，朝食時
などに宿泊客同士で情報交換ができる。宿主の
男性は，32年間（2017年現在），民宿を経営して
おり，かつては同町で農家をしていたが，農業
で生計を立てることが困難になり，民宿を開業
したという。
　次に，農家民宿の例をあげる。スコットラン
ド北部の町キルサイス（Kilsyth）にある農家民
宿は 1 泊30ポンドで，町の中心からやや離れた
丘の上にある。宿主は，23年間（2017年現在），
民宿を経営している女性で，開業当時の1994年
には彼女の 4 人の子のうち末娘が 8 歳だった
という。現在，その末娘が 2 人の子供をもち，
近くに住んでいるため，民宿の手伝いにきてい
る。農家として91年続いているその家では，夫
が3,000匹の羊を飼って農業を続けている。宿
主は，宿泊客の朝食の支度だけでなく，ボラン
ティアでホスピスに行ったり，家の芝刈りなど
もこなす。キルサイスのWaWグループが紹介
しているこの農家民宿は，農家の歴史を感じさ
せる家と良心的で暖かいサービスを提供してい
る。
　イングランドのオーバー・ストウェイの農家
民宿は，同村のWaWグループの活動メンバー
が経営している。24年間（2016年現在），同村に
暮らしている宿主の夫婦は，ウォーキング好き
で，子供たちが成長したため，農業を営みなが
ら民宿経営をしてきた。農家民宿は，副収入と
して始める場合が多い。同農家民宿は，ネザー・
ストウェイで民宿を営むWaWグループの別の
メンバーから宿泊客を回してもらうなど，彼ら
の間で互いに協力してウォーカー誘致につとめ
ている。農家民宿はそもそも農家であるため，
町の中心部から離れていることが多い。牧草地
や家畜，農業など自然を感じながら過ごすこ
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とができる。宿泊客は車でアクセスする必要が
あるだろうが，歩いて宿泊場所まで来るウォー
カーにとって，農家民宿は彼らの靴についた土
や泥を心配する必要なく受け入れてくれる宿泊
施設でもある。
　また，ウォーカーが多く泊まる民宿では，
ウォーカーの荷物を次の宿泊施設に運ぶサービ
スをしているところも多い。一度に40マイルか
ら50マイルを約12ポンドで運ぶという。荷物
の移動はそれを専門に行う会社もあるが，すべ
てのフットパス・ルートにあるわけではない。
宿泊客であるウォーカーの荷物の移動を民宿に
頼むことは，民宿の経営にとっては追加収入と
なる。ウォーキング旅行会社などは，こうした
側面を活用して民宿と連携して顧客の荷物を
運ぶことが多い。さらに，宿泊客であるウォー
カーが歩き終わった地点に車で迎えに行き，つ
ぎの地点まで運ぶサービスをする民宿も多い。

（ 3 ）ユースホステル
　民宿よりも安い価格の宿泊施設として，ユー
スホステルがある。各地にあるためウォーカー
には利用しやすい施設である。多くの場合，
ユースホステルは町はずれにあるが，ウェール
ズのチェプストウ（Chepstow）には，町中心部
にある歴史的建築物を修復し内部を改装した
ユースホステルが2016年にオープンした。主に
ドミトリー形式の部屋だが，民宿のようなシャ
ワー付きの個室も数部屋ある。
　同ユースホステルは，チェプストウのWaW
グループが推薦しており，経営者もWaW活動
に理解がある。長い年月をかけて歴史的建築物
を修復しながらユースホステル向けに改装して
いたため，町ではWaW活動を積極的に支援し
協力する行政からもWaWグループからもその
オープンが注目されていた。さらに，WaWグ
ループと連携しているタウン・ガイドが経営者
の友人ということもあり，地元のネットワーク
を活かした宿泊施設経営を展開している。

（ 4 ）ホリデー・コテッジ
　ホリデー・コテッジ（holiday cottage）は，自
炊ができる貸し別荘のような住宅で，最低 3 泊
から 1 週間単位で貸し出すものが多い。ウィン
チコムで10年以上ホリデー・コテッジを貸し
ている夫婦は，ウィンチコムWaWグループと
WaWのウェブサイトを通して広報し，WaW活
動にも協力的である。同コテッジは，ナショナ
ル・トレイルである「コッツウォルド・ウェイ」
のルート上にあり，歴史的な建物でもあるコ
テッジが並ぶその通りは，ウィンチコムでも美
しい通りの一つと言われているという。
　同コテッジは，ウォーカー歓迎の WaW ス
テッカーを窓に貼付している。そのステッカー
を見て家のドアをたたくウォーカーも多いと
いう。宿主は，ウィンチコムがWaWタウンに
なってからコテッジの貸し出しが増えたと話
し，宿泊客には必ずウィンチコムがWaWタウ
ンであることや周辺のウォーキング・ルートに
ついて話すという。ダブルベッド 2 台で 4 人収
容可能な宿だが，稼働率は年70％と高い。シー
ズンオフ時は 1 週間の貸し出しで 1 日99ポン
ドである。
　近年，犬を連れて旅行したり，ウォーキン
グをしたりする人が増えているので，ホリ
デー・コテッジでは犬同伴の宿泊を認めるDog 
Friendly という傾向がある。このコテッジも
50％の宿泊客が犬を連れてくるという。最近，
このコテッジがある通りの 3 軒がホリデー・コ
テッジ向けに改築された。ホリデー・コテッジ
は，民宿よりも手軽にできる宿泊施設であり，
カントリーサイドの観光地や高齢化が進むコ
ミュニティでは，住民ではない外部の人々が住
宅を買い取りホリデー・コテッジとして改装す
る数が増えている。

（ 5 ）キャンプ場
　英国では，キャンピングカーで来てそのまま
泊まれる場所と施設があるキャンプ場（camp 
and caravan site）は，1 泊 15 ポンドほどで自
由に過ごせるため，幅広い年齢層の人々に人気
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がある。全国組織のクラブもあり，キャンプ場
は英国内に115 ヶ所ある。ウォーカーもキャン
ピングカーでやって来てキャンプ場に駐車し，
キャンピングカーに寝泊まりしながら周辺の
フットパスを歩くことも多い。
　ウィバリスコムのキャンプ場は，町の中心か
ら少し離れた牧草地にあり，共用のシャワー設
備や冷蔵庫，地域の情報コーナーもある。キャ
ンピングカーで来ている人々もいれば普通の自
家用車で来ている人々もいる。
　 ウ ィ ン チ コ ム に 近 い 町 ブ ロ ー ド ウ ェ イ

（Broadway）のはずれにあるキャンプ場は，受
付にスタッフが常駐し，簡易な共用設備があ
る。施設スタッフによると，ウィンチコムが
WaWタウンになり，WaWグループが広報した
おかげで，より多くの人が同キャンプ場を利用
するようになり，ウォーキング地図もより多く
売れるようになったという。

3 ．パブリック・ハウス
　 こ こ で は，パ ブ リ ッ ク・ ハ ウ ス（public 
house，以下パブ）とウォーカーの関係，さらに
パブとコミュニティの関係について述べる。

（ 1 ）多彩なビジネスを展開
　パブは，地ビールなどの飲み物や料理を提供
する居酒屋兼レストランである。さらに，カン
トリーサイドにおいては，パブは各町村に 1 軒
以上ある。英国ではウォーカーにとってもっと
も馴染みのある休憩場所である。パブは，カン
トリーサイドでは宿泊施設でもあり，民宿に近
い価格から泊まれるカジュアルな宿である。と
くに，長距離フットパスを数週間かけて歩く
ウォーカーにとっては途中の小さな町村で泊ま
ることができる数少ない宿でもある。
　一方で，地元住民にとっては，パブは単なる
居酒屋としてだけではなく，家族や友人と食事
をする場所であり，地域で所属する多様なグ
ループや仕事仲間，近所の顔なじみが集まる親
しみのある場所である。
　WaWタウンではないが，コッツウォルズ地

域北部の町チッピング・カムデン（Chipping 
Campden）のパブでは，ウォーカーなどの荷
物運搬業を地域内のビジネスとして立ち上げ
た。この町は，「コッツウォルド・ウェイ」のス
タート地点であり，文化財密度が国内第 2 位と
いう歴史的建築物が多い町並みのため観光客
も多く訪れる。現在，同パブは年間に15,000個
から17,000個の顧客の荷物をコッツウォルズ地
域内の宿泊施設へ運んでいるという。この荷物
運搬業が成り立つ背景には，同パブが古くから
地域に根づき，地域内にネットワークがあるか
らこそ可能なビジネスである一方で，地域内で
ウォーカーが増加傾向にあることがわかる。前
述したコッツウォルズ地域のウォーキング旅行
会社は，このパブの荷物運搬業も利用している。

（ 2 ）コミュニティ・パブ
　サマセット州のウィバリスコムのパブでは，
チャリティ・ウォークを実施している。同パブ
の 30 代の経営者は，同町の WaW グループの
活動メンバーであり，彼と同じく熱心なウォー
カーである同パブ料理長とともに，地域内の
フットパスをくまなく歩いて回り，人々にあ
まり知られていない道も発見するなどして，
地域に10マイル（16km）の新しいウォーキン
グ・ルートを作ったという。さらに，短い距離
で歩きやすい，子供向けの 3kmのウォーキン
グ・ルートも開発した。これらをそれぞれチャ
リティ・ウォークとして参加者で歩くイベン
トを実施したのである。1 回目のチャリティ・
ウォークには40人が集まった。参加者は全員が
地元住民であり，子供向けのウォークでは子供
を含む家族連れが30人集まった。また，普段は
夕方からパブにやって来る若者たちにも声をか
けると，自分たちが知らない地元を知ることの
できるこのウォークに若者18人が参加したと
いう。一般的に，小さい子供がいる家庭や若者
は，ウォークに参加することやウォーキングに
関わる機会が少ないが，このパブのイベントは
それらの年齢層の地元の人々をウォークに結び
つけることに成功した。
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　このパブの経営者は，このほかにもビール祭
りなどのコミュニティ行事やイベントをパブで
開催している。パブという施設を利用してもら
うだけでなく，こうした催しやウォークを通じ
てコミュニティの核としてさまざまな年齢層の
人々を結びつける役割を担いたいと考えている
と話す。とくに，若い世代のための「コミュニ
ティ・パブ」を目指しているという。
　パブには，その歴史や地域とのつながりか
ら，こうした役割を担うことができる場合が多
い。前述したチッピング・カムデンのパブも
チャリティ・ランなどのコミュニティ・イベン
トを積極的に開催している。その意味で，チャ
リティ・ウォークを通して地域住民に歩いて地
域を知ってもらう活動は，コミュニティの核と
してのパブの役割に適しているといえるだろ
う。

おわりに

　小さな町村のWaWタウンでは，大きなWaW
タウンとは異なる方法や形でWaW活動が展開
されていることが明らかになった。
　WaW活動以外にも多様なコミュニティ活動
が活発なウィバリスコムでは，それらの活動に
よって醸成された住民のコミュニティ意識が
基盤となり，WaW活動を効果的に促進してい
る。一方で，周辺の町村とネットワークをつく
ることでWaW活動を促進し，地域活性化に導
こうとしている村々もある。ダンスターと周辺
の村々は，1 つの村だけでは十分な集客に限界
があるが，観光案内所や国立公園ビジターセ
ンターなどを通して観光客を誘致し，地域とし
て情報交換しながら連携している。オーバー＆
ネザー・ストウェイは，訪れる人自体が少ない
村々だが，行政が設定した長距離ルートを活
用し，2 つの村の活動メンバーで協力しながら
ウォーカーを誘致している。村の住民に対して
も周遊ルートを周知させることで地域活性化に
取り組んでいる。また，バーレイでは，比較的
ウォーカーが集まりやすい町とつながる周遊

ルートによってウォーキングを促進する一方
で，住民自身がフットパスの維持管理に直接関
わり，村の商店などが活動を支援する形がとら
れている。
　フットパスやウォーカーと関わる観光産業と
して，着地型旅行を提供するウォーキング旅行
会社は，民宿やパブが行う荷物運搬業をうまく
取り込みながら国内外から訪れるウォーカーに
対して地域をフットパスによってカスタマイズ
している。さらに，ウォーカーが利用している
宿泊施設には多様性があり，それぞれがウォー
カーに適したサービスを提供していることが明
らかになった。
　WaW活動に協力的なホテルは小規模なもの
が多いが，ウォーカー向けの割安な部屋を用意
する所や着地型ウォーキング旅行を提供して
いる所もある。各WaWタウンのWaWグルー
プが推薦する民宿では，ウォーカーが宿泊しや
すい設備を整え，フットパス・ルートの情報を
提供している。農家民宿は町の中心部から離れ
たところにあるが，歩いて到着するウォーカー
にはむしろ適しており，牧草地や家畜，農業な
ど自然を感じながら過ごすことができる。民宿
には次の宿泊場所へ荷物を運搬したり，歩くス
タート地点やゴール地点への送迎をしたりす
るところも多い。ユースホステルはより安く宿
泊でき，ホリデー・コテッジでは自炊して数日
以上滞在できる。キャンプ場は，キャンピング
カーなどで来て地域を歩くウォーカーには格安
で泊まれる設備を備えている。
　パブは，居酒屋，レストラン，宿屋として英
国のウォーカーにとっては不可欠な場所であ
る。中にはその地域密着型の特性を生かして荷
物運搬業を展開しているパブもある。パブが
ウォークやイベントを開催することで，多様な
年齢層の住民を結びつけ，ウォーキングを促進
し，歩くことで地域を知り，活性化する役割も
担っている。各町村に必ず 1 つはあるパブは，
ウォーカーへのサービスという点だけでなく，
WaW活動の地域活性化においてコミュニティ
の核となりうることがわかった。
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注
1）	 同調査は，2015年度科学研究費補助金基盤研究

（C）15K03067「英国のパブリック・フットパスを
めぐる文化・社会的環境の構築に関する文化人類
学的研究」（研究代表者　塩路有子），ならびに基
盤研究（B）15H03280「下からの地域開発の実践─
フットパスと農村民泊による展開」（研究代表者　
前川啓治）により可能となった。本稿の内容には，
2013年から2014年に実施した調査の結果も含ん
でいる。

2）	 2015年10月末には英国内の116の市町村がWaW
タウンだった（塩路 2016: 215）。しかし，その後
WaWタウンとしての登録条件を満たさなくなり，
WaW活動が不十分だと判明した市町村などが
WaW協会によって登録を取り消された。

3）	 ビジット・イングランドは，英国政府観光庁であ
るビジット・ブリテンの統括下にあるイングラン
ド観光局にあたる。

4）	 ナショナル・トレイルは，国指定の長距離フット
パスで英国内に15本あり，全長約4,000kmに及ぶ。

1 本が数10kmから1,000kmのものまであり，多
様なコースと自然景観が楽しめる。
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